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中央地区の小学校の再編のあり方について 

                            

１ 中央地区再編の理由 

  福島市立小学校・中学校の適正規模・適性配置に係る第一次実施計画における「３施設更新に併せた総合的な視点からの学校規模

適正化の推進」では、「施設の老朽化ならびに小規模化が進行する小・中学校の施設更新にあたっては、防災や安全、または公共施

設マネジメントも含めた総合的な視点から近隣校との統廃合を推進し、よりよい教育環境を整備する」としており、中央地区では

福島第一小学校、福島第四小学校、清明小学校が対象となっている。 

 

２ 中央地区小学校の現状 

（１）学校施設の現状（出典：福島市学校施設等個別計画、福島市の教育） 

 

福島第一小学校 福島四小学校 清明小学校 

 

  

※昭和３９年完成：築５９年（北校舎）  

耐震工事：平成２０年 

校地面積：１２，８７２平方メートル 

※昭和３９年完成：築５９年（東・南校舎）

耐震工事：平成２４・２６年 

校地面積：１７，３００平方メートル 

※昭和３４年完成 築６４年（南校舎）  

耐震工事 平成２２年 

※校地面積：１２，２６３平方メートル 

※築年数は最も古い校舎の年数。清明小学校は、借地。 
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学校施設の現状（安全・安心面から）                                        

【施設面での課題】 

・３校ともに、公共施設の標準耐用年数  

である６０年に迫るあるいは、超えて 

いるため校舎等の老朽化が進んでい  

る。 

・清明小においては、ハザードマップで 

示されている水深２～５ｍの浸水想 

定地域に位置している。 
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（２）児童の現状 

① ３校の児童数推移見込数 （出典：福島市の教育、学齢簿管理システム）  

 

 

② ３校から国立・私立小学校への児童数の実態（単位：人）（出典：学校児童名簿各年４月） 

学校名 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 

桜の聖母小 １４ １４ １１ １２ 

福大附小 ６５ ７７ ７６ ６９ 

合計 ７９ ９１ ８７ ８１ 

割合（％） ２２．５ ２７．７ ２８．２ ２７．９ 
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【児童の現状①と②を踏まえ】 

 〇福島第四小学校は平成４年度からと比較すると、大きく減少している。 

〇平成３０年度と令和６年度を比較すると福島第一小学校で３９人、福島第四小学校で４９人、清明小学校で１０人の減少となる。 

 〇毎年３校から、国・私立の小学校に入学する児童が予想されるため、児童の減少が進む傾向がある。（平均２６％） 

〇本市が目指す小学校においての学級基準である、各学年２学級以上、全校で１２～１８学級という適正規模を下回っている。 

 〇福島一小については、学区外からの通学者が加わることが予想されるため児童数が流動的である。 

 〇福島四小については、複式学級になる可能性がある。 

  

３ 本市での課題 

  福島市不登校の現状（件数） 

 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

小学校 ５１ ８１ １００ １０４ １３３ １８６ 

中学校 ３１６ ３０６ ３０７ ２６８ ３５２ ４３２ 

計 ３６７ ３８７ ４０７ ３７２ ４８５ ６１８ 

・全国で不登校になる児童生徒が増加している。本市においても同様で、平成２９年度と令和４年度を比較すると、小学校で約３倍、 

中学校で約２倍となっている。 
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 ４ 中央地区再編に向けた方向性 

（１）目指す学校像 

・再編される小学校においては、本市の小学校教育の先導的なモデルとなるような学校にする。 

   ・福島駅東地区の市街地再開発事業に伴い、他課と連携を深め「教育で選ばれるまち」に相応しい学校にする。 

 

（２）再編に向けた予想される協議内容 

・福島一小・福島四小・清明小の今後の在り方と学区の見直しについて 

・増加する不登校児童生徒への充実した支援在り方について  

 

（３） 開校に向けた主なスケジュール 

令和５～６年度 ○中央地区教育構想検討会の立ち上げ   

○中央地区再編に向けた基本方針の策定 

令和７～９年度 ○中央地区小学校再編の周知   ○学区の再編成 

○市議会、中央地区東西自治振、町会連役員等への説明 

○中央地区各小学校の保護者や中央地区住民に対しての説明   

○在り方検討委員会の立ち上げ 

令和１０～１１年度 ○開校準備委員会の立ち上げ 

令和１２年度 ○再編後の学校での授業開始 

 

 

５ 中央地区再編に向けた福島市中央地区教育構想検討会の設置 

（１）設置目的 

  ①中央地区全体の教育構想について審議し、中央地区の小学校の再編に向けた基本方針を策定する。 

   ②本市が目指す新しい教育の方向性をとらえる上での良い機会ととらえ、委員の専門的な見地から意見等を頂くことで、「教育で 

選ばれるまちづくり」の実現を目指す。 
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（２）構成委員 
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  （３）検討会における主な検討内容 

・本市小学校教育の先導的なモデルとなるような学校像 

・今後の福島一小・福島四小・清明小の在り方 

・中央地区の小学校の再編の在り方と学区の見直し 

・中央地区教育構想の基本方針の策定 

・本市で増加する不登校児童生徒への支援を充実するための方策 

 

（４）中央地区教育構想検討会における主な今後のスケジュール 

回 開催時期 主な検討内容 

１ R6.２月９日（金） ・委嘱状交付、組織編成、事業説明   ・中央地区の現状と課題について 

２   ３月１２日（火） ・委員と事務局員による福島一小、福島四小、清明小の学校視察の実施  

・現地視察後の意見交換（福島四小にて） 

３ 

４ 

５月 

７月 

・課題についての協議等 

※オンラインを活用し、先進の取組例等について、外部の専門家から指導・助言を頂き、中央地区再編の在り方を 

より具体化する 

５ ９月 ・中央地区教育構想の基本方針の検討（一次） 

６ １１月 ・中央地区教育構想の基本方針の検討（二次） 

７ R7.２月 ・中央地区教育構想の基本方針の策定 

 R７．３月以降 【主な内容】 

・中央地区小学校再編の周知 

・中央地区各小学校の保護者、地区住民等に対しての説明会の実施 

・在り方検討委員会、開校準備委員会等の立ち上げ 
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６ 第１回中央地区教育構想検討会について 

 【主な内容】 

 〇 委員委嘱 

 〇 中央地区教育構想検討会設置理由 

 〇 協議 

  ・中央地区小学校の現状 

  ・中央地区再編に向けた方向性 

  ・今後のスケジュール    

                  等 

  

 


